
- 1 -

中国出土資料学会会報
２０１２年３月１０日 第４９号

〒 113-0033 東京都文京区本郷７－３－１
東京大学文学部 大西研究室 中国出土資料学会

Tel：03-5841-3822 Fax：03-5841-3822 e-mail：syutsudo@L.u-tokyo.ac.jp
http://www.shutsudo.jp/

《2011年度第 2回例会（総 52回）：2011年 12月 10日（土） 於：大正大学》

（Ⅰ）唐の太原挙兵と山西ソグド人軍団―新公開ソグド人墓誌を中心に―
山下 將司（日本女子大学文学部准教授）

これまで発見されたソグド人漢文墓誌には、北朝末より唐初の間において、ソグド人が「府兵制」の軍府府主に
任官した例が多く見られた。また、ソグド人が「府兵制」の基層戦力とされる郷兵の編成に携わっていたことも判
明している。これらの事例から、筆者は当該時代にソグド軍府・軍団が存在したと考えられることを指摘してきた
が、それはあくまでも墓誌記載と北朝・隋唐の軍制に関する先行研究から導き出された推論であり、これを明示す
る記述があったわけではない。
ところが、昨年、山西省汾陽市で公にされた「唐・曹怡墓誌」から、唐初の介州薩宝府内に地方軍府の車騎府が

置かれていたことが読み取れる。これは、唐初の介州にソグド軍府および軍団が存在していたことを明示するもの
に他ならない。この軍府が李淵の太原挙兵にも従軍しており、唐は建国以前から、ソグド人武装勢力を取り込んで
いたのである。さらに、一九九九年に太原で出土した「隋・虞弘墓誌」と対照すると、この軍府・軍団は北周末に
ソグド人の虞弘が統率した「郷団」に由来すると見られ、遅くとも北朝末には、ソグド人軍府および軍団が存在し
ていたことが明らかとなる。
そして、北朝末・唐初間に現れたこれらのソグド人軍府・軍団は、貞観年間に入り唐朝の支配が確立すると、ソ

グド人首領層の商業をはじめとする家業への回帰、および、唐朝によるソグド人の「百姓化」という二つの方向か
ら解体されていったのである。

（Ⅱ）馬王堆漢墓帛書『陰陽五行』乙篇の資料的性格について
名和 敏光（山梨県立大学国際政策学部准教授）

馬王堆漢墓帛書は出土以来４０年を迎えようとしている。その間、新たな出土資料の発見・整理・出版がなされ
る中、現在の馬王堆漢墓帛書に対する研究は盛んとは言いがたいのが現況である。
しかしながら、東方書店で馬王堆出土文献訳注叢書として五種が出版され、今後も出版の予定である。また、現

在復旦大学出土文獻與古文字研究中心では、以前文物出版社で出版された『馬王堆漢墓帛書』を再整理・再出版す
るための作業が進行中である。
今回の報告では、馬王堆漢墓帛書研究の現状を紹介しつつ、武田時昌氏の「刑德遊行の占術理論」（『中国学会報』

第６３集）が発表されたのを受けて、これまで報告者が整理していた馬王堆漢墓帛書《陰陽五行》乙篇に関し、そ
の資料的性格について検討した。
結論としては、「刑德運行圖」（名和が命名）が「上には「火」、右には「金」、下には「水」、左には「木」、中

央には「土」に關する文章を記している」構造となっていること、『陰陽五行』乙篇の内容が「惠帝元年」前後の
ものであるということを指摘した。

（Ⅲ）岳麓秦简“为伪私书”案例及相关问题试说
陳 松長（湖南大学岳麓書院副院長）

岳麓书院所藏秦简中，有一批秦代的法律案例，其中有一组是用木简抄写的“为伪私书”案例，笔者曾在《岳麓
书院藏秦简内容综述》(1)一文中做过介绍，现经整理小组的集体研读和比较全面的整理编排，我们对此案例的认识比
以前清楚明晰多了，这里，仅就个人的研读所得，对此案例及相关问题试作一个大致的解说和分析。

首先要更正一下的是：原来的介绍文字中有四处不太准确：一是简的尺寸不准确，现经核对，简长约 23 厘米左
右，简宽约 0、8 厘米左右。二是简的编号数目不准确，应是 50 个编号（包括每一片残简的编号在内），共拼合为 27
枚简。三是案例中“癸”和“学”就是一个人，“癸”只是“学”所假冒的名字而已。四是“伪造文书”的说法不准
确，文书一般是指官府文书，此案中所伪造的只是私信而已，因此，我们现在改称为“为伪私书”案。

本文通过对此案例的解读，对与此相关的几个问题展开了讨论。
1、这份案例中，除了供辞外，诘辞、问辞、鞠辞、吏议、谳报都有，应该说，从奏谳书的文本格式来说，可谓

是相当的完整和齐备，这也就意味着，在秦始皇二十二年的时候，奏谳制度应该已是一个司空见惯的法律程式。
2、此案的诈伪方式很值得注意。这位叫“学”的人年龄才十五岁，可为了骗贷钱粮，他的诈伪方式和作伪手段

都比较高明。首先是冒名顶替。其次是伪造履历。第三是伪造私信等。
3、此案中的冯毋择是秦代历史上很有名的一位人物，简文的谳报中所说的“毋擇已爲卿，貲某某各一盾。”这件

话颇值得探究。笔者认为，此案中从“为伪私书”者到奏谳的官吏都称冯毋择为五大夫将军，可冯毋择当时已升为卿
了，这在当时也许是大不敬的表现之一，所以都要赀一盾，这多少反映了冯毋择这个人在当时确是一位权倾一方的著
名人物。

4、此案的“吏议”是“耐學隸臣，或令贖耐”，或以为判得太轻，笔者以为之所以轻判的原因有三，一是此案的
主犯“学”才十五岁，尚没到傅籍的年龄；二是此案主要是“为伪私书”，是伪造了一封私人的信件而已，这与张家



- 2 -

山汉简中的“为伪书”的性质是不一样的。三是此案还只是一起未遂案例而已，因为它还没造成官府财产的损失。
(1)该文刊于《文物》2008年第 3期。

《特別寄稿》
（Ⅰ）「張昌平教授との青銅器調査記」

丹羽 崇史（奈良文化財研究所飛鳥資料館研究員）
2011 年 1 月 22 日、筆者は東京大学東洋文化研究所のシンポジウム「東アジア出土資料に関する今日的課題」に

参加した。シンポジウムののち、筆者の科学研究費による活動の一環として、シンポジウムのために来日した武漢
大学の張昌平教授とともに、1 月 24 日～ 27 日の日程で関西地区の美術館・博物館が所蔵する中国青銅器の調査を
実施した。青銅器や鋳造技術の研究をおこなってきた筆者は、張教授とは学生時代よりさまざまな形でご指導をい
ただいてきた。今回張教授を招聘された谷中信一教授（日本女子大学）、小寺敦准教授（東京大学）のご厚意によ
り、張教授との共同資料調査を実現することができた。調査では東京大学大学院人文社会系研究科博士課程の邢偉
氏に同行いただいた。
ご存知の方も多いかもしれないが、張教授の略歴を紹介する。1964 年生まれの湖北省出身で、北京大学考古系

を卒業後、湖北省文物考古研究所に勤務し、副所長を経て、2009年より武漢大学歴史学院の教授である。この間、
北京大学考古文博学院で博士学位を取得し、また、プリンストン大学等、米国の機関にも客員研究員として滞在し
ている。2009 年に刊行した『曾国青銅器研究』は、北京大学に提出した博士論文にもとづいたものであるが、型
式学・分布論・銘文史料の分析以外にも、青銅器製作技術も詳細な検討をおこない、これまで実態が明らかでなか
った曾国の西周時代から戦国時代に至るまでの変遷とその青銅器生産にまで考古学的に迫った画期的な成果であ
る。
今回の調査では事前に張教授に調査を希望する資料をうかがい、さらに筆者が希望する資料を加え、各機関に資

料調査の申請をおこなった。中原地域や長江流域で類例のみられる商代から戦国時代の青銅器を中心に選択してい
る。中国や米国で数多くの青銅器を観察し、着実な成果を挙げられてきた張教授とともに実物観察をおこない、青
銅器の製作技術や生産・流通形態を検討することが今回の調査の目的である。
以下、今回の調査期間の内容を簡単に紹介する。

1月 24日（月）
◆大阪市立美術館

犠首饕餮紋斝（『大阪市立美術館蔵品選集』288）など、館蔵の商代青銅器を調査。犠首饕餮紋斝は、殷墟など

に類例がみられる型式で、内底には「 癸」の銘文がみられる。
1月 25日（火）
◆天理大学附属天理参考館

饕餮紋斝（『殷周の青銅器』16）・饕餮紋尊（『殷周の青銅器』21）など、館蔵の青銅器を調査。饕餮紋斝は商
代後期、饕餮紋尊は西周前期と考えられている。後者は立体表現に富んだ紋飾を有しており、熟覧によって、
これらの接合痕跡が明瞭にみられることが判った。

◆和泉市久保総記念美術館
青銅鳥柱爵（『第三次久保惣コレクション』99）・青銅銅錯鳳紋壺（『第三次久保惣コレクション』122）・灰陶

青銅器笵（『第三次久保惣コレクション』278）を資料調査。青銅銅錯鳳紋壺は赤褐色の鳳凰の紋様が 5段にわた
って表現され、銅の象嵌によるものと考えられている。戦国時代にみられる型式で、山西省万廟前村 M1 より金
象嵌で鳳凰が描かれた類例が出土している（楊 1963）。灰陶青銅器笵は、商代後期～西周前期ごろの青銅容器の
鋳型。このときの調査がきっかけで、のちに筆者が担当した飛鳥資料館の企画展「鋳造技術の考古学―東アジア
にひろがる鋳物師のわざ―」でお借りし、展示をさせていただいた（奈良文化財研究所飛鳥資料館 2011）。

1月 26日（水）
◆奈良国立博物館

商代を中心に、青銅容器 10 点を調査。『奈良国立博物館蔵品図版目録 中国古代青銅器篇』（奈良国立博物館
2005）の表紙にも使われている鳳凰紋卣（『目録』69）は、立体的な紋飾の目立つ殷末周初の青銅器であるが、
熟覧でも笵銭をほとんど確認することができなかった。また、高さ 52.2cm の饕餮紋鼎（『目録』108）の熟覧す
る機会を得たが、鋳造時の気泡の痕跡である巣が表面に大変目立つことを確認した。これは、融点を下げる機能
のある錫・鉛等をあまり含まない純銅に近い素材を用いて鋳造したためではないかと張教授よりご教示を得た。

◆京都大学人文科学研究所
午後より京都大学人文科学研究所にて、「殷周青銅器の銘文製作方式」と題する張教授の講演会を開催した。

通訳は筆者がおこなった。内容はこれまでの青銅器銘文の製作方法についての先行研究の問題点を指摘し、粘土
紐を鋳型に張るつける方法で銘文を製作する説を提唱するものであった。周原で発見された鋳型にもこのような
粘土紐張り付け法によって紋様が表現された事例があり、こうした技法が銘文の製作方法にも応用されている可
能性を指摘した。青銅器製作技術を熟知し、実物資料の観察を積み重ね、かつ日本や欧米の研究にも精通した張
教授ならではの講演で、会場では活発な質疑応答がおこなわれた。なお、本講演の内容は、張教授が『文物』2010
年第 8期に発表された論文（張 2010）にもとづくものである。

1月 27日（木）
◆泉屋博古館

青銅容器・楽器など 12点の資料を調査。虎卣（『泉屋博古』95）は、虎が人を抱える形態をした大変珍しい西
周期の青銅器である。熟覧によって笵銭等の製作痕跡を確認し、鋳型の構造の手がかりを得ることができた。な
お張教授は帰国後に、この資料とフランスのセルヌスキ美術館所蔵の虎卣の形態・紋様・製作方法を比較検討し
た論文を発表している（張 2011）。また、九州国立博物館で撮影された泉屋博古館所蔵青銅器の CT 画像も参照
しながら、青銅器の耳部の接合方法についても議論を深めることができた。当日は小南一郎館長、ならびに国際
日本文化研究センターに客員教授として滞在されていた高崇文北京大学教授ともお目にかかり、さまざまなお話
を伺う機会を得た。

張教授と調査は 4日間のみであったが、実に中身の濃い時間であった。張教授の帰国後、主にメールを通じて調
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査の成果や今後の研究計画を話し合っている。昨年 12 月には筆者が武漢を訪問し、武漢大学の研究者や大学院生
を交えて意見交換をおこなったほか、現地でも共同で資料見学をおこなう機会も得ることができた。張教授のこれ
までの学恩に深く感謝をするとともに、今後も更に共通認識を深めていけれることを願ってやまない。
最後ではありますが、資料調査や張教授の講演会の開催において、多数の方々にお世話になりました。記して御礼を申し上げます。
岩戸晶子（奈良国立博物館）、太田三喜（天理大学附属天理参考館）、岡村秀典（京都大学）、小田木治太郎（天理大学）、邢偉（東
京大学）、小寺敦（東京大学）、橋詰文之（和泉市久保惣記念美術館）、廣川守（泉屋博古館）、向井佑介（京都大学）、守屋 雅史（大
阪市立美術館）、谷中信一（日本女子大学）（五十音順、敬称略）

《引用文献》
和泉市久保惣記念美術館2001『第三次久保惣コレクション―江口治郎コレクション―』図版編
大阪市立美術館1986『大阪市立美術館蔵品選集』
泉屋博古館2002『泉屋博古 中国古銅器編』
天理大学附属天理参考館1995『殷周の青銅器』第29回企画展 天理大学出版部
奈良国立博物館2005『奈良国立博物館蔵品図版目録 中国古代青銅器篇』
奈良文化財研究所飛鳥資料館2011『鋳造技術の考古学―東アジアにひろがる鋳物師のわざ―』飛鳥資料館カタログ第25冊
楊富斗1963「山西万栄廟前村東周墓地調査発掘簡報」『考古』1963年第5期
張昌平 2010「商周青銅器銘文的若干制作方式--以曾国青銅器材料為基礎」『文物』2010年第 8期
張昌平 2011「吉金類系‐海外博物館蔵中国古代青銅器（一）：虎卣」『南方文物』2011年第 2期

《新刊紹介》
（Ⅰ）李均明『簡牘法制論稿』
（広西師範大学出版社、2011年 4月、268頁、38元）
著者の李均明氏は清華大学出土文献研究与保護中心研究員・中国社会科学院簡帛研究中心顧問である。本書は張

家山漢簡を中心に、居延漢簡・額済納漢簡・武威旱灘坡出土漢簡などを含む漢代の出土資料を利用した法制史に関
する論考 21 本、及び走馬楼呉簡に関する論考 1 本から構成される論文集である。一見すると大部な著作ではない
が、その論点は刑罰・訴訟・人口管理・関津制度など多岐にわたり、この方面の研究の第一人者による論集とあっ
て、その成果は学界に裨益するところ大であると言えよう。また本書冒頭には簡牘法制史料に関する概説が記され
ており、短いながらも大変有用である。

（Ⅱ）籾山明・佐藤信編『文物と遺物の境界－中国出土簡牘史料の生態的研究－』
（六一書房、2011年 11月、282頁、7600円）
編者の籾山明氏は東洋文庫専任研究員、佐藤信氏は東京大学大学院人文社会系研究科教授である。本書は、11

人の執筆者の手になる、中国における出土簡牘史料の形態（「すがたかたち」としての意味での）、作成から廃棄ま
での利用の実態、史料を出土させた遺跡の性格など、出土簡牘の「モノ」としての側面を重視した論考 13 本を収
録する。それらを貫いている問題関心は、中国における出土文献史料に対する従来の研究が、その「文献」として
の側面にともすれば偏りがちであったことに対しての反省から生み出されたものであるという（本書第Ⅱ部所収、
籾山明「序論－出土簡牘史料の生態的研究に向けて－」より）。この点について日本史の木簡学は大きく異なり、
研究の初期段階から木簡の出土状況や形状・材質などへの精査が不可欠とされてきたのであり、その認識は共有し
たいところである（同）。これらの指摘は傾聴に値すると言えるだろう。

（Ⅲ）江村治樹著『春秋戦国時代青銅貨幣の生成と展開』
（汲古書院、2011年 11月、472頁、15000円）
著者の江村治樹氏は名古屋大学文学研究科教授である。本書は、春秋後期に誕生し、戦国期には刀銭・布銭・円

銭・楚貝貨、細かく見れば世界的に類を見ないほどのヴァリエーションを生み、やがて秦漢時代に統一されていっ
た青銅貨幣についての総合的な考察である。青銅貨幣は遺物としては膨大な量を現代にとどめるため、そのヴァリ
エーションについては古くからよく知られているが、文献史料にはほとんどその実態が記録されていないこともあ
り、その歴史的展開や運用の有り様については研究が困難であった。本書は、その基本的部分の解明を中心に、デ
ータベース化された莫大な青銅貨幣の情報から考察を進めたものである。論考の作成には相当の労力と困難さが伴
ったことが一読して想像され、その成果が一書へと結実したことを喜びたい。

（執筆：高津 純也）

《寄贈書籍》
下記の書籍の寄贈を受けました。寄贈者の皆様に厚く御礼申し上げます。なお、2010 年度第 2 回理事会での取

り決めにより、寄贈書籍は事務局所在機関の図書館で保管されます。

武漢大学簡帛研究中心より
『簡帛』第六輯、上海古籍出版社、2011年 11月。

清華大学出土文献研究与保護中心より
『清華大学蔵戦国竹簡（壹）』、中西書局、2010年 12月。
『清華大学蔵戦国竹簡（貳）』、中西書局、2011年 12月。
『出土文献』第一輯、中西書局、2010年 8月。
『出土文献』第二輯、中西書局、2011年 11月。

工藤元男会員より
『占いと中国古代の社会 発掘された古文献が語る』、東方書店、2011年 12月。

2012年 2月 18日
中國出土資料學會會長 大西克也
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《学会彙報》
○例会委員会より
・2011年度第 2回例会（総 52回）が、2011年 12月 10日（土）大正大学を会場に開催された。

○広報委員会より
本会のホームページ（http://www.shutsudo.jp/）は、グーグル等の検索エンジンから「中国出土資料学会」で検索

してもすぐに見つかります。

○ＨＰ委員会より
中国出土資料学会専用ドメイン
http://www.shutsudo.jp/ 取得に伴い、
①事務局用メールアドレスが変更になります。
office@shutsudo.jp
②会員を対象にご希望のメールアドレスを発行します。
メールアドレス発行ご希望の方は、
*****@shutsudo.jp となりますので、
*****部分を第２希望までご準備のうえ、
web@shutsudo.jpまでご連絡ください。

○会報編集委員会より
年１回発行の雑誌『中国出土資料研究』が学問的成果を会員諸氏にとどまらず広く内外の研究者に提供すること

を目的としているのに対し、年３回、例会・大会開催時に合わせて発行される会報は新しい学術情報をできるだけ
早く会員諸氏に提供することを目的として編集されています。しかし編集委員会単独ではなかなか十分な最新情報
を入手することが容易ではありません。どうか会員各位におかれましては有益な情報を入手されたら、是非とも会
報編集委員会に原稿の提供をお願い致します。原稿は、事務局宛電子メールの添付ファイルとしてお送りください。
今後一層会報の内容を充実させるため、会員諸氏のふるってのご寄稿をお待ちしております。

○機関誌委員会より
（１）『中國出土資料研究』第 17号の締切について

2010年度大会（2011年 7月 16日開催）にて、『中國出土資料研究』の投稿規定改定が承認されております。
第 17号の投稿締切日は、2012年 12月末日です。
ふるってご寄稿下さいますよう、お願い申し上げます。

（２）『中國出土資料研究』原稿送付先について
原稿の送付先は、会報末尾記載の事務局住所宛にお願いいたします。

○事務局より
住所変更等が生じた場合は、書面にて下記宛にご連絡下さい。

〒 113-0033 東京都文京区本郷７－３－１
東京大学文学部 大西研究室

中国出土資料学会

2012年 3月 1日
会員ならびに『中国資料学会会報』執筆者各位

中國出土資料学會
会長 大西克也

「『中国出土資料学会会報』の著作権に関する公告」について

先般、本会会報 45号から 47号におきまして、「『中国出土資料学会会報』の著作権に関する公告」を掲載し、会
報の著作権に関する下記 3点の通告とお願いをいたしました。

(1)『中国出土資料学会会報』第 46 号（2011年 3 月刊行予定）以降の号については、全ての記事の著作権は
中國出土資料学會に帰属するものといたします。
(2)『中国出土資料研究会報』第 1 号～第 7 号及び『中国出土学会会報』第 8 号～第 45 号の著作権について
は、著作権の行使を当学会に許諾してくださるようお願い申し上げます。
(3)上記(2)について許諾いただけない場合は、2012 年 3 月末までに、文書で学会事務局までお申し出くださ
い。期限までにお申し出のない場合は、許諾していただけたものとして、取り扱わせていただきます。

これに関しまして、(3)「期限までにお申し出のない場合は、許諾していただけたものとして、取り扱わせてい
ただきます」という手続きが、著作権法の規定に抵触しているのではないかというご指摘を会員からいただきまし
た。2011年 12月 10日の理事会での協議の結果、上記公告に関わらず、『中国出土資料研究会報』第 1号～第 7号
及び『中国出土資料学会会報』第 8号～第 45号につきましては、電子化などのために著作権の行使を行う際には、
改めて執筆者の方々に連絡を差し上げ、許諾請求を行うことといたします。


